
FOR THE MEMBERS ONLY 

会告 Ⅰ 
 

 

平成 26 年度，27 年度役員 

理事長 本田 浩 

 

平成 26 年度，27 年度役員改選により、下記のとおり理事・監事が決まりましたので、お知らせ

致します。 

 

 

理   事 青 木 茂 樹 

 石 口 恒 男 

 井  上  登美夫 

 今 井  裕 

 大  友    邦 

 小 川 敏 英 

 角 谷 眞 澄 

 金 澤  右 

 茂 松 直 之 

 杉 村 和 朗 

 玉 木 長 良 

 西 村 恭 昌 

 本 田  浩 

 村 上 卓 道 

 村 山 貞 之 

 山 下 康 行 

監   事 江 原  茂 

 富 山 憲 幸 

  

 



会告 Ⅱ 
 

 

平成 26 年度，27 年度代議員 

理事長 本田 浩 

相田 典子 

青木 茂樹 

青木 隆敏 

青山 英史 

赤田 壮市 

赤羽 正章 

浅山 良樹 

芦澤 和人 

足立 秀治 

阿部   修 

安陪 等思 

粟井 和夫 

安藤   裕 

池田   理 

石井 一成 

石口 恒男 

石藏 礼一 

礒田 治夫 

井田 正博 

伊丹   純 

市川 太郎 

伊東 克能 

伊藤 健吾 

伊藤 善之 

井上登美夫 

井上 優介 

今井   裕 

入江 裕之 

岩野 信吾 

上田 和彦 

上谷 雅孝 

潮田 隆一 

内田 伸恵 

内田 政史 

宇野   隆 

江原   茂 

大久保敏之 

大須賀慶悟 

太田 豊裕 

大友   邦 

大野 良治 

大屋 夏生 

岡嶋   馨 

岡田   進 

岡田 吉隆 

岡村 光英 

小川 和彦 

小川 敏英 

小川 恭弘 

小川 芳弘 

淡河恵津世 

鬼丸 力也 

小野 修一 

加賀美芳和 

影本 正之 

加地 辰美 

楫     靖 

加藤 克彦 

加藤 真吾 

加藤 良一 

角谷 眞澄 

金澤   右 

我那覇文清 

兼平  千裕 

兼松 雅之 

蒲田 敏文 

上紺屋憲彦 

河村 敏紀 

北原   規 

吉川 公彦 

絹谷 清剛 

金   東石 

木村 浩彦 

木村 文子 

清末 一路 

櫛橋 民生 

工藤 與亮 

工藤   祥 

国枝 悦夫 

汲田伸一郎 

栗原 泰之 

栗山 啓子 

桑鶴 良平 

桑原 康雄 

小泉   潔 

郷原 英夫 

興梠 征典 

後閑 武彦 

小須田 茂 

古平   毅 

小玉 隆男 

小西 淳也 

小林   聡 

五味 弘道 

小山 雅司 

小山  佳成 

齋藤 春夫 

坂井 修二 

坂田 耕一 

作原 祐介 

佐久間 肇 

笹井 啓資 

佐々木智成 

佐々木雅之 

佐々木良平 

笹本 龍太 

佐竹 弘子 

佐藤 修平 

塩山 善之 

茂松 直之 

宍戸 文男 

芝本 雄太 

澁谷 景子 

上甲   剛 

白土 博樹 

神宮 啓一 

陣崎 雅弘 

菅   一能 

杉野 吉則 

杉村 和朗 

杉本 幸司 

関根   広 

関谷   透 

高井 良尋 

高瀬   圭 

高橋 康二 

高橋   哲 

高橋 直也 

高橋 雅士 

高山   誠 

瀧   靖之 

竹原 康雄 

多湖 正夫 

田島 廣之 

巽   光朗 

伊達 秀二 



立石宇貴秀 

田中   治 

田中   壽 

田邉 芳雄 

谷本 伸弘 

玉木 長良 

辻野佳世子 

対馬 義人 

津田 孝治 

土屋 一洋 

鶴﨑 正勝 

手島 昭樹 

寺田 一志 

寺原 敦朗 

富樫かおり 

徳植 公一 

利波 久雄 

冨口 静二 

富山 憲幸 

戸矢 和仁 

外山 宏 

外山 芳弘 

中島 康雄 

中園 貴彦 

永田 靖 

長縄 慎二 

中野 隆史 

中村 和正 

成松 芳明 

鳴海 善文 

新津 守 

西江 昭弘 

西岡 明人 

西村 恭昌 

西山 佳宏 

似鳥 俊明 

根本 建二 

野坂 俊介 

野本 由人 

橋本 禎介 

橋本   学 

長谷川正俊 

幡多 政治 

畠中 正光 

畑澤   順 

濱田 典彦 

早川 和重 

林   宏光 

原留 弘樹 

播磨 洋子 

伴野 辰雄 

樋口 順也 

平井 俊範 

平岡 真寛 

平川 雅和 

平田 秀紀 

廣田 省三 

福田 国彦 

藤井 進也 

藤井 正彦 

藤永 康成 

藤本 公則 

古井   滋 

星   博昭 

細野   眞 

細野 雅子 

細矢 貴亮 

本田 憲業 

本田   浩 

町田   徹 

松浦 隆志 

松尾 幸憲 

松岡 利幸 

松永 尚文 

松本 常男 

三木   均 

三木 幸雄 

水口 昌伸 

水沼 仁孝 

溝脇 尚志 

南     学 

三原   太 

三村 秀文 

宮下 次廣 

宮本 幸夫 

宮山 士朗 

村上 康二 

村上 卓道 

村上 祐司 

村上 龍次 

村田喜代史 

村山 貞之 

望月 輝一 

本折   健 

百島 祐貴 

百瀬 敏光 

森     宣 

門澤 秀一 

薮内 英剛 

山上 卓士 

山口 雅人 

山崎 秀哉 

山下 康行 

山田   惠 

山本   彰 

山本 和宏 

山本 由佳 

吉浦   敬 

吉岡 靖生 

吉満 研吾 

吉村 宣彦 

渡辺 秀幸 

渡邊 祐司 

渡邉 嘉之 



会告 Ⅲ 

 

 

平成 26 年度 日本医学放射線学会 Bayer 研究助成金制度の応募要領 

 
理事長  本田 浩 

 

【目  的】 本研究助成金制度はバイエル薬品株式会社の支援により、日本医学放射線学会員の放射線

医学に関する研究の機会を広げ、放射線医学水準の向上を図るため、若手研究者に研究助

成金を贈り、将来に向けて若手研究者を育成する事を目的とする。 

 

【対  象】 放射線医学（基礎・臨床を問わず）に関する研究で、本研究助成の目的に合致するもの。 

 

【応募資格】 平成 26 年 4月 1日現在 40 歳未満の日本医学放射線学会員。研究に当たっては国内外を問

いません。 

 

【助成金額】 1 件当たり 100 万円以内で総額 500 万円 

 

【募集件数】 5 件前後 

 

【応募締切】 平成 26 年 8月 30 日（土） 

 

【応募要領】 

1. 提出書類 

① 所定の申請書を日本医学放射線学会研究助成制度事務局へ申し込み、記入後、期限までに下記へ提

出して下さい(研究目的と研究概要は併せて 2,000 字以内)。申請書は日本医学放射線学会のホーム

ページ（http://www.radiology.jp/）からダウンロードして下さい。 

② 宛名を明記した返信用ハガキ１枚 

 

2. 書類送付先 

〒113-0033 

東京都文京区本郷５丁目１番１６号 NP-II ビル 

公益社団法人 日本医学放射線学会事務局「Bayer 研究助成金制度」宛 

TEL: 03-3814-3077 

FAX: 03-5684-4075 

 

【助成金受領者の義務】 

研究成果報告書（経過と結果）、及び助成金の使用状況についての収支報告書 （証拠書類添付）を助

成決定後 1年以内に提出する。 

 

 

 



平成 26 年 日本医学放射線学会総会（代議員会）議事録 

 

日 時：平成 26 年 4 月 10 日（木）14:00～16:30 

場 所：パシフィコ横浜 会議センター 301 

〒220-0012 横浜市西区みなとみらい 1-1 

議 長：理事長 栗林 幸夫 

代議員 247名中委任状を含めた239名で本総会が成立

することが確認された。第 20 条の規定により理事長

が議長となり、議事録人として、林宏光君と坂井修二

君が指名された。会議に先立ち 16 名の物故者に対し

て黙祷が捧げられ、金澤会長の挨拶後、議事の進行に

入った。 

 

議  案 

第１号議案 平成 25 年度事業報告および庶務報告に

ついて 

第２号議案 平成 25 年度会計書類承認について 

第３号議案 平成 26 年度事業計画及び収支予算書の

報告について 

第４号議案 役員改選について 

第５号議案 次々々期（第 76 回）会長選任について 

 

報告事項  平成 26 年名誉会員について 

 

第１号議案 平成 25 年度事業報告および庶務報告に

ついて 

大友庶務理事より平成 25 年度の事業報告及び庶務報

告について説明がなされた。 

Ａ．事業報告 

１．学術講演会の開催 

第 72 回総会を会長本田浩主宰のもとに平成 25

年 4月 11日～14日の 4日間、パシフィコ横浜（横

浜市）において開催。第 49 回秋季臨床大会を大

会長石口恒男主宰のもとに平成 25 年 10 月 12，

13，14 日の 3 日間、名古屋国際会議場（名古屋

市）において開催。 

２．医学放射線に関する学術図書等の刊行 

日本医学放射線学会雑誌 Japanese Journal of 

RadiologyVol.31 No.1 より逐次刊行した。 

３．第 24 回放射線科認定医認定試験を施行 

（平成 25 年 8 月 23 日）した。 

第 22 回放射線診断専門医認定試験を施行 

（平成 25 年 8 月 23 日 24 日）した。 

第 22 回放射線治療専門医認定試験を施行 

（平成 25 年 8 月 23 日 24 日）した。 

第 2回放射線科専門医認定試験を施行 

（平成 25 年 8 月 23 日）した。 

４．関連学術集会 

地方会（各地方毎に年 2 回～4 回）、第 42 回断層

映像研究会、第 27 回胸部放射線研究会、第 26 回

頭頸部放射線研究会、第27回腹部放射線研究会、

第 25 回骨軟部放射線研究会、第 23 回救急放射線

研究会、第 26 回電子情報研究会、第 77、78 回日

本心臓血管放射線研究会、第 3 回 Advanced CT・

MR 研究会、第 15 回医用画像認知研究会、第 33

回神経放射線ワークショップ、平成 25 年日英放

射線医学協会例会、第 50 回アイソトープ・放射

線研究発表会等を開催あるいは共催した。 

Ｂ．庶務報告 

１．平成 25 年定期総会（代議員会）開催月日および

場所 

第 72 回総会（代議員会）は平成 25 年 4 月 11 日、

パシフィコ横浜会議センター301 号室で行った。 

２．理事会、監事会、委員会開催 

理事会は平成 25 年 3 月 25 日、平成 25 年 4 月 11

日、5 月 27 日、8 月 24 日・25 日、10 月 12 日、

11 月 11 日、12 月 16 日、平成 26 年 1 月 20 日、

監事会は平成 26 年 3 月 24 日、計理事会８回、監

事会 1回を行った。 

専門医制度委員会 5回、教育委員会 2回、編集委

員会 2 回、保険委員会 4 回、放射線防護委員会 2

回、電子情報委員会 2回、広報委員会 2回、造影

剤安全性委員会 2回、倫理委員会 2回、医療事故

防止委員会 2回、将来計画委員会 2回、用語委員

会 2回を行なった。 

３．現在会員数（平成 26 年 2 月末日現在） 



平成 24 年度末会員  8723 名 

平成 25 年度末会員数  8827 名（新入会員数含む） 

平成 25 年度新入会員  293 名 

平成 25 年度退会者   173 名 

          物故会員   16 名 

平成 25 年度団体会員  100 社(購読会員含む) 

４．第 26 回優秀論文賞授賞者の選定を行った。 

５．板井研究奨励賞、日本医学放射線学会 Bayer 研究

助成、班研究の選定を行った 

６．関連学術団体との連絡協調 

日本医学会、内保連、外保連、日本医師会疑義解

釈委員会、日本専門医制評価・認定機構、放射線

治療品質管理機構に連絡員を派遣すると共に、医

学発展のための各種問題につき相互に連絡をと

った。 

 

第２号議案 平成 25 年度会計書類承認について 

Ａ．会計書類（貸借対照表、正味財産増減計算書、財

産目録）の承認について（別表１） 

本田会計担当理事より、公益社団法人日本医学放射線

学会定款第 45 条第 2 項により、計算書類のうち「貸

借対照表」「正味財産増減計算書」「財産目録」につい

ては、代議員会の承認を受けなければならない旨の説

明があり、「貸借対照表」「正味財産増減計算書」「財

産目録」について説明がなされた。続いてこれらの平

成 25 年度の事業内容について監査を行った件につい

て、小川監事より事業内容、会計等問題なく行われて

いる旨監査報告がなされた。議長栗林理事長は平成 25

年度の「貸借対照表」「正味財産増減計算書」「財産目

録」の承認について議場に諮ったところ、一同異議な

くこれを承認した。 

Ｂ．収支計算書について（別表２） 

本田会計担当理事より、収支計算書については、公益

社団法人化に伴い作成が義務付けられている会計書

類からは除外されているが、以前からの会計報告との

連続性にかんがみ、平成 25 年度についても収支計算

書を作成。その説明がなされた。 

 

第３号議案 平成 26 年度事業計画および収支予算書

の報告について 

議長栗林理事長より、当法人は平成 24 年 3 月 1 日よ

り公益社団法人となり、事業計画および予算について、

公益社団法人日本医学放射線学会定款第 43 条により

理事会の承認を受けたのち、内閣府に事業年度開始の

日の前日までに報告しなければならないこととなっ

ているため、平成 26 年度の事業計画および収支予算

については平成 26年 1月 20日開催の理事会で承認さ

れ、平成 26 年 2 月 17 日に内閣府に提出している旨の

報告がなされた。続いて大友庶務担当理事より平成 26

年度事業計画について説明がなされた。 

Ａ．事業計画 

１． 学術講演会の開催 

第 73回総会を会長金澤右主宰のもとに平成26年

4 月 10 日～13 日の 4 日間、パシフィコ横浜（横

浜市）において開催。第 50 回秋季臨床大会を大

会長廣田省三主宰のもとに平成26年9月26，27，

28 日の 3日間、神戸ポートピアホテル・神戸国際

会議場（神戸市）において開催。 

２． 医学放射線に関する学術図書等の刊行 

名称   Japanese Journal of Radiology 

（Vol. 32） 

型  A4 

頁数  約 1200 頁 / 年 

刊行回数  毎月 25 日発行 （年 12 回） 

部数  約 9,000 

３． 第 25 回放射線科認定医認定試験を施行 

（平成 26 年 8 月 22 日） 

第 23 回放射線診断専門医認定試験を施行 

（平成 26 年 8 月 22 日 23 日） 

第 23 回放射線治療専門医認定試験を施行 

（平成 26 年 8 月 22 日 23 日） 

第 3回放射線科専門医認定試験を施行 

（平成 26 年 8 月 22 日） 

４． 優秀論文賞受賞者の選定、板井研究奨励賞受賞者

の選定、栗林研究奨励賞受賞者の選定、日本医学

放射線学会 Bayer 研究助成金の選定、日本医学放



射線学会班研究の選定を行う。 

５． 関連学術集会 

地方会（各地方毎に年 2回～4回）、第 43 回断層

映像研究会、第 28 回胸部放射線研究会、第 27 回

頭頸部放射線研究会、 第 28 回腹部放射線研究

会、第 26 回骨軟部放射線研究会、第 24 回救急放

射線研究会、第 27 回電子情報研究会、第 79，80

回日本心臓血管放射線研究会、第 4回 Advanced 

CT・MR 研究会、第 16 回医用画像認知研究会、第

34 回神経放射線ワークショップ、平成 26 年日英

放射線医学協会例会、第 51 回アイソトープ・放

射線研究発表会等を開催あるいは共催する。 

Ｂ．収支予算書の報告について（別表３） 

本田会計担当理事より平成 26 年度の収支予算書につ

いて説明がなされた。 

 

第４号議案 役員改選について 

栗林理事長より、平成 26 年・27 年度理事として、青

木茂樹君、石口恒男君、井上登美夫君、今井 裕君、

大友 邦君、小川敏英君、角谷眞澄君、金澤 右君、

茂松直之君、杉村和朗君、玉木長良君、西村恭昌君、

本田 浩君、村上卓道君、村山貞之君、山下康行君、

平成 26 年・27 年度監事として江原 茂君、富山憲幸

君が選出された旨報告があり、一同異議なく承認した。 

 

第５号議案 次々々期（第 76 回）総会会長選任につ

いて 

栗林理事長より、第 76 回会長として角谷眞澄君（信

州大学）１名の立候補がり、会長として推薦する旨の

報告があり、これを承認した。なお平成 27 年度開催

予定の秋季臨床大会は北日本地方会から推薦された

江原 茂君（岩手医科大学）に大会長をお願いする旨

報告があり、一同異議なく承認した。 

・その他 

今年度開催される第 50 回秋季臨床大会長の廣田省三

君（兵庫医科大）、次期総会（第 74 回）会長の大友 邦

君（東京大）から開催にあたり挨拶があった。 

 

報告事項 

平成 25 年度名誉会員は、Dr. John A. Kaufman

（Oregon Health & Science University Hospital, 

USA）、 Dr.  Yi-Hong  Chou  （ Taipei Veterans 

General Hospital, Taiwan）、久保敦司君（慶應大学

名誉教授）、渡会二郎君（秋田大学名誉教授）、土器屋

卓司君（埼玉医科大学国際医療センター）、Honorary 

Member Awarding Ceremony を 4 月 11 日 14：30～15：

00 メインホールで開催。 

 

各賞の受賞： 

・優秀論文賞授与 

久野博文君、濵本晋一君 、中井資貴君  

・板井研究奨励賞授与 

北島一宏君、米田憲秀君 

・研究助成授与 

西尾瑞穂君、角谷倫之君、 北島一宏君、高山幸久君、

堀川雅弘君  

 

・JJR Best Reviewer Award 

稲岡 努君 

・JJR Excellent Reviewer Award 

中島崇仁君、兵頭秀樹君、藤淵俊王君、藤永康成君、

清末一路君、 新津 守君、高山勝年君、渡邊嘉之君、

吉川 武君 

・Most Cited Paper Award 

前田恵理子君 

 

その他 

・被ばく小委員会から医療被ばくに関するアンケート

調査協力のお願いについて説明がなされた。 

・平成２６年度診療報酬改定に関して、本田理事、今

井理事より報告がなされた。 

・代議員からの提案事項 

 

以上を持って本日の議案の全てを終了したので、議長

は閉会を宣言した。 

 



  （別表 1）









平成25年度　収支計算書
自　平成25年3月1日　　至　平成26年2月28日

公益社団法人　日本医学放射線学会 単位：円

科　　　　目 予 算 額 決 算 額 差　　異

　　収入の部

1. 学術振興事業収入 192,000,000      265,257,485      73,257,485       

　学術総会開催収入 100,000,000       150,527,571       50,527,571        

　秋季臨床大会開催収入 50,000,000        76,440,631        26,440,631        

　学術講演会開催収入 30,000,000        28,882,983        -1,117,017        

　学術誌刊行収入 12,000,000        9,406,300         -2,593,700        

2. 教育研究事業収入 56,500,000       63,470,471       6,970,471        

　専門医認定事業収入 50,000,000        46,420,000        -3,580,000        

　研修教育事業収入 -                 9,388,500         9,388,500         

　学術研究事業収入 6,500,000         7,661,971         1,161,971         

3. 一般会計収入 132,500,000      146,290,699      13,790,699       

　正会員会費収入 120,000,000       131,487,350       11,487,350        

　賛助会員会費収入 4,000,000         4,150,000         150,000           

　受取利息 50,000            49,890            -110              

　雑収入 8,450,000         10,603,459        2,153,459         

4. 特定預金取崩収入 50,000,000       41,169,712       -8,830,288       

　板井賞基金積立預金取崩収入 -                 501,680           501,680           

　ガイドライン基金積立預金取崩収入 10,000,000        2,369,915         -7,630,085        

　専門医認定基金積立預金取崩収入 -                 -                 -                 

　放射線科啓蒙活動基金積立預金取崩収入 -                 3,010,968         3,010,968         

　国際交流基金積立預金取崩収入 40,000,000        35,286,519        -4,713,481        

　栗林賞基金積立預金取崩収入 -                 315               315               

　学術HP作成基金積立預金取崩収入 -                 315               315               

当期収入合計 431,000,000      516,188,367      85,188,367       

前期繰越収支差額 266,581,008      266,581,008      -                

収入合計 697,581,008      782,769,375      85,188,367       

（別表 2）



科　　　　目 予 算 額 決 算 額 差　　異

　　支出の部

1. 学術振興事業費 270,000,000      327,143,934      -57,143,934      

　学術総会開催費 98,000,000        142,589,578       -44,589,578       

　秋季臨床大会開催費 55,000,000        73,942,436        -18,942,436       

　学術講演会開催費 39,000,000        42,369,364        -3,369,364        

　学術誌刊行事業費 70,500,000        65,479,080        5,020,920         

　普及啓発活動事業費 7,500,000         2,763,476         4,736,524         

2. 教育研究事業費 99,000,000       113,755,565      -14,755,565      

　専門医認定事業費 68,000,000        58,661,912        9,338,088         

　研修教育事業費 11,000,000        4,286,912         6,713,088         

　学術研究事業費 8,000,000         7,686,804         313,196           

　調査研究事業費 2,000,000         203,820           1,796,180         

　関連学術団体協力費 10,000,000        42,916,117        -32,916,117       

3. 管理費 37,000,000       33,408,411       3,591,589        

　人件費 3,000,000         3,229,781         -229,781          

　会議費 4,000,000         4,007,846         -7,846            

　事務所費 1,200,000         2,587,390         -1,387,390        

　通信費 5,000,000         4,293,772         706,228           

　旅費交通費 500,000           142,590           357,410           

　消耗品費 1,500,000         4,380,123         -2,880,123        

　光熱水費 3,000,000         753,098           2,246,902         

　租税公課 5,000,000         3,137,000         1,863,000         

　機器管理費 200,000           214,200           -14,200           

　会員管理委託費 5,000,000         3,921,750         1,078,250         

　支払手数料 5,000,000         3,541,440         1,458,560         

　雑費 600,000           558,713           41,287            

4. 備品購入支出 -                971,404          -971,404         

　備品購入支出 -                 971,404           -971,404          

5. 特定預金積立支出 -                16,715           16,715           

　板井賞基金積立支出 -                 1,091             -1,091            

　ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ作成基金積立支出 -                 579               -579              

　専門医認定基金積立支出 -                 1,592             -1,592            

　退職給与費積立支出 -                 894               -894              

　放射線科啓蒙活動基金積立支出 -                 2,223             -2,223            

　国際交流基金積立支出 -                 6,435             -6,435            

　栗林賞基金積立支出 -                 2,340             -2,340            

　学会HP作成基金積立支出 -                 1,561             -1,561            

当期支出合計 406,000,000      475,296,029      -69,296,029      

当期収支差額 25,000,000       40,892,338       15,892,338       

次期繰越収支差額 291,581,008      307,473,346      15,892,338       



（別表 3）　　


